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平 成 3 0 年 第 １ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 3 0 年 ３ 月 ７ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 3 0 年 第 １ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 ３ 号  組 織 機 構 改 革 に 伴 う 関 係 条 例 の

整 備 に 関 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、平 成 3 0 年 ４ 月 １ 日

か ら の 機 構 改 革 に 伴 い 、 関 係 す る 条 例 を 改 正 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 地 域 公 共 交 通 会

議 条 例 及 び 小 城 市 都 市 計 画 審 議 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ４ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 等 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 国 民 健 康 保 険 法

の 改 正 及 び 佐 賀 県 市 町 国 民 健 康 保 険 広 域 化 に 伴 い 、 条

例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、平 成 3 0 年 度 か ら 都 道 府

県 が 財 政 の 主 体 と な り 市 町 村 と の 共 同 運 営 を 行 う こ と

に よ り 、国 民 健 康 保 険 の 財 政 基 盤 の 安 定 化 を 図 る た め 、
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県 か ら 示 さ れ た 標 準 税 率 等 を 踏 ま え て 賦 課 徴 収 を 行 う

こ と で 基 本 的 に は 赤 字 が 発 生 し な い 仕 組 み と な り ま す 。

こ の こ と に 伴 い 、 県 が 示 す 標 準 税 率 等 を 反 映 し た 改 正

を 行 い 、 併 せ て 「 国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 」 の 名 称 な

ど を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ５ 号  小 城 市 相 原 一 郎 教 育 振 興 基 金 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 相 原

一 郎 教 育 振 興 基 金 の 一 部 を 処 分 し 活 用 す る た め に 、 条

例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 基 金 の 額 を 変 更 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ６ 号  小 城 市 後 期 高 齢 者 医 療 に 関 す る

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 高 齢 者 の

医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 の 改 正 に 伴 い 、 条 例 を 改 正 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 国 民 健 康 保 険 の 被 保 険

者 で あ っ て 、 住 所 地 特 例 の 適 用 を 受 け て 従 前 の 住 所 地

の 市 町 の 被 保 険 者 と さ れ て い る も の が 後 期 高 齢 者 医 療

に 加 入 し た 場 合 に は 、 当 該 住 所 地 の 後 期 高 齢 者 医 療 広

域 連 合 の 被 保 険 者 と な る 規 定 を 追 加 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ７ 号  小 城 市 都 市 公 園 条 例 の 一 部 を 改
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正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 都 市 公 園 法 施 行 令 の 改 正

に 伴 い 、 条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 都 市 公 園 の 運 動 施 設 率

の 参 酌 基 準 化 に 伴 い 、 条 例 で 運 動 施 設 の 敷 地 面 積 に 対

す る 割 合 を 定 め る 規 定 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 ８ 号  小 城 市 営 住 宅 条 例 の 一 部 を 改 正

す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、 既 存 の 友 田 団 地 、 天 満 町 団

地 を 廃 止 す る た め 、条 例 を 改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。 

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、廃 止 に 伴 い 、友 田 団 地 、

天 満 町 団 地 の 名 称 及 び 位 置 を 削 除 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 ９ 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 の

設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、 診 療 科 目 に 整 形 外 科 を 追 加 す る た め に 、 条 例 を

改 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 0 号  財 産 の 交 換 に つ い て で ご ざ い ま

す が 、 市 有 地 と の 交 換 に よ り 、 小 城 市 牛 津 運 動 公 園 の

土 地 の 一 部 の 借 地 を 取 得 す る に あ た り 、 交 換 差 額 が 条

例 に 定 め る 額 を 超 え る た め 、地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 1 項

第 ６ 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ

い ま す 。  

 内 容 で ご ざ い ま す が 、 小 城 市 牛 津 運 動 公 園 の 一 部 に
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存 在 す る 相 手 方 の 土 地 （ 5 3 1 . 3 4 ㎡ ） と 、 そ の 相 手 方 の

敷 地 に 隣 接 す る 市 有 地（ 2 4 4 ㎡ ）と を 金 銭 を 補 足 し て 交

換 し 、 小 城 市 牛 津 運 動 公 園 の 借 地 を 取 得 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 1 号  土 地 改 良 事 業 の 施 行 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、土 地 改 良 法 第 9 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

施 行 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 佐 賀 市 多 久 市 小 城 市 武

雄 市 大 町 町 江 北 町 白 石 町 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 佐 賀

西 部 地 区 に 係 る 維 持 管 理 の 計 画 の 概 要 を 定 め 、 土 地 改

良 事 業 を 施 行 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 2 号  土 地 改 良 事 業 の 施 行 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、土 地 改 良 法 第 9 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

施 行 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 佐 賀 市 小 城 市 営 基 幹 水

利 施 設 管 理 事 業 佐 賀 西 部 高 域 地 区 に 係 る 維 持 管 理 の 計

画 の 概 要 を 定 め 、 土 地 改 良 事 業 を 施 行 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 3 号  小 城 市 道 路 線 の 認 定 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 本 議 案 の 牛 津 団 地 線 に つ き ま し て は 、

市 営 牛 津 団 地 の 整 備 に よ り 道 路 を 新 設 し た の で 、 道 路

法 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の
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で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 4 号  小 城 市 道 路 線 の 変 更 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 本 議 案 の 天 満 町 南 部 住 宅 線 に つ き ま し

て は 、 市 営 住 宅 天 満 町 団 地 の 廃 止 に 伴 い 、 終 点 の 変 更

が 生 じ た た め 、市 道 区 域 の 変 更 を 行 う 必 要 が あ る の で 、

道 路 法 第 1 0 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 5 号  小 城 市 道 路 線 の 廃 止 に つ い て で

ご ざ い ま す が 、 本 議 案 の 天 満 町 南 部 住 宅 支 線 １ 号 線 、

友 田 住 宅 １ 号 線 、 友 田 住 宅 ２ 号 線 及 び 友 田 住 宅 ３ 号 線

の ４ 路 線 に つ き ま し て は 、 市 営 住 宅 天 満 町 団 地 及 び 友

田 団 地 の 廃 止 に 伴 い 、 市 道 を 廃 止 し た い の で 、 道 路 法

第 1 0 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 1 6 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ７ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か ら 、 そ れ

ぞ れ 3 , 8 8 5 万 １ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 7 億 9 , 0 1 1 万 ８ 千 円 と す る も の で

ご ざ い ま す 。  
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第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、「 小 学 校 空 調 設 備 整 備 事 業 」、

「 中 学 校 空 調 設 備 整 備 事 業 」の ２ 事 業 を 追 加 し 、「 農 業

振 興 地 域 整 備 事 業 」 か ら 「 牛 津 小 学 校 施 設 大 規 模 改 造

事 業 」 ま で の ３ 事 業 に つ い て 、 経 費 の 総 額 、 期 間 、 年

割 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  繰 越 明 許 費 は 、「 住 民 基 本 台 帳 事 務 」か ら「 道

路 橋 り ょ う 災 害 復 旧 事 業 」ま で の 1 4 事 業 に つ い て 、そ

れ ぞ れ の 事 業 が 年 度 内 に 完 了 で き な い 見 込 み に な っ て

お り ま す の で 、 地 方 自 治 法 第 2 1 3 条 第 １ 項 の 規 定 に よ

り 、 翌 年 度 に 繰 越 す も の で ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 は 、「 牛 津 出 張 所 家 賃・ 共

益 費 」を 追 加 し 、「 一 般 廃 棄 物 搬 送 等 委 託 料 」、「 小 中 学

校 電 話 機 器 等 賃 借 料 （ 牛 津 中 学 校 ）」 の ２ 件 に つ い て 、

そ れ ぞ れ の 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ５ 表  地 方 債 補 正 は 、「 漁 業 経 営 構 造 改 善 事 業（ 一

般 補 助 施 設 整 備 等 事 業 債 ）」か ら「 小 中 学 校 空 調 設 備 整

備 事 業（ 合 併 特 例 債 ）」ま で の ３ 事 業 を 追 加 し 、「 多 久 ・

小 城 地 区 広 域 ク リ ー ン セ ン タ ー 整 備 事 業（ 合 併 特 例 債 ）」

か ら「 消 防 施 設 整 備 事 業（ 緊 急 防 災 ・ 減 災 事 業 債 ）」ま

で の ４ 事 業 の 借 入 限 度 額 を 変 更 す る と と も に 、「 農 地 及

び 農 業 用 施 設 災 害 復 旧 費 」 を 廃 止 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  
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第 ３ 款  民 生 費 で は 、 事 業 費 が 毎 年 増 額 し て お り ま

す 「 介 護 給 付 費 ・ 訓 練 等 給 付 費 支 給 事 業 」 の 費 用 や 保

険 税 軽 減 額 の 増 に 伴 う 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 へ の 繰 出

金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 県 営 事 業 の 農 業 競 争 力

強 化 基 盤 整 備 事 業 の 各 地 区 分 負 担 金 や カ キ 殻 糸 状 体 培

養 所 建 設 費 の 補 助 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 県 営 事 業 の 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止

事 業 の 負 担 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 1 0 款  教 育 費 で は 、小 中 学 校 に 空 調 設 備 を 設 置 す

る 費 用 や 牛 津 小 学 校 の 大 規 模 改 造 の 費 用 な ど を 計 上 し

て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 分 担 金 及 び 負 担

金 、 国 ・ 県 支 出 金 、 市 債 の ほ か 、 市 税 、 使 用 料 及 び 手

数 料 、 財 産 収 入 、 寄 附 金 、 諸 収 入 を 計 上 し 、 目 的 基 金

か ら の 繰 り 入 れ や 財 源 調 整 と し て 財 政 調 整 基 金 繰 入 金

を 減 額 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 7 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か

ら 、そ れ ぞ れ 6 4 万 ５ 千 円 を 減 額 し 、補 正 後 の 予 算 の 総

額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 7 4 6 万 ９ 千 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 に つ き ま し て は 、
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原 田 地 区 配 水 施 設 整 備 事 業 の 工 事 請 負 費 を 減 額 し 、 予

備 費 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 一 般 会 計 繰 入 金 を 減 額 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 1 8 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）は 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か ら 、

そ れ ぞ れ 4 , 7 4 4 万 ３ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総

額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 2 億 6 , 6 6 8 万 ４ 千 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事

業 三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 設 備 工 事 の 総 額 と 年 割 額 を 変 更

す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  繰 越 明 許 費 は 、 小 城 処 理 区 の 事 業 費 に つ い

て 、 事 業 が 年 度 内 に 完 了 で き な い 見 込 み で ご ざ い ま す

の で 、 地 方 自 治 法 第 2 1 3 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 翌 年

度 に 繰 り 越 し す る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  地 方 債 補 正 は 、 公 共 下 水 道 事 業 及 び 市 営 浄

化 槽 事 業 の 事 業 費 確 定 に 伴 い 、 借 入 限 度 額 を 変 更 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 に つ き ま し て

は 、 実 績 に 応 じ て 事 業 費 及 び 施 設 管 理 費 、 公 債 費 の 減

額 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 下 水 道 使 用 料 、 諸 収 入 を 実 績

に よ り 追 加 し 、 下 水 道 分 担 金 及 び 負 担 金 、 県 支 出 金 、
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繰 入 金 及 び 市 債 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 1 9号  平 成 2 9年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険 特

別 会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）は 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か ら 、

そ れ ぞ れ 8 , 6 6 5万 ４ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 6 1億 3 , 1 9 7万 ７ 千 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 出 に つ き ま し て

は 、 後 期 高 齢 者 支 援 金 、 介 護 納 付 金 等 を 減 額 し 、 諸 支

出 金 を 追 加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、国 民 健 康 保 険 税 、国 庫 支 出 金 、

療 養 給 付 費 等 交 付 金 、 共 同 事 業 交 付 金 を 減 額 し 、 前 期

高 齢 者 交 付 金 、 県 支 出 金 等 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 0号  平 成 2 9年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）は 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か

ら 、 そ れ ぞ れ 1 , 4 1 0万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 2 , 3 2 7万 ２ 千 円 と す る も の

で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 出 に つ き ま し て は 、

佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 を 増 額 す る も の

で ご ざ い ま す 。  

歳 入 に つ き ま し て は 、 一 般 会 計 繰 入 金 を 減 額 し 、 後

期 高 齢 者 医 療 保 険 料 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、議 案 第 2 1号  平 成 2 9年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算（ 第 ３ 号 ）は 、収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 既 定 予 算 の

総 額 に そ れ ぞ れ 5 5 8万 ４ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を そ れ ぞ れ ２ 億 9 , 5 4 8万 １ 千 円 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 収 益 的 支 出 で は 、

委 託 料 、 動 力 費 、 通 信 運 搬 費 な ど の 減 額 、 ま た 、 資 産

の 確 定 に 伴 い ま す 減 価 償 却 費 の 増 額 、 消 費 税 及 び 地 方

消 費 税 の 増 額 で ご ざ い ま す 。 予 備 費 の 増 額 は 、 収 支 の

調 整 の た め の も の で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 収 入 で は 、給 水 工 事 申 請 の 増 加 に 伴 う 手 数 料 、

加 入 金 等 の 増 額 で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 2 号  平 成 2 9 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 で は 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を 1 3 億 1 , 0 3 5 万 ６ 千 円 、収 益 的 支 出 の 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を 1 3 億 1 , 3 0 7 万 ４ 千 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 収 益 的 支 出 で は 、 診 療

材 料 等 の 材 料 費 と 減 価 償 却 費 を 、 収 益 的 収 入 で は 、 減

価 償 却 費 の 減 額 に 伴 い 長 期 前 受 金 戻 入 等 を 補 正 す る も

の で ご ざ い ま す 。  

資 本 的 収 入 で は 、平 成 2 9 年 １ 月 と ５ 月 の 機 器 の 更 新

に 対 し て 国 保 特 別 調 整 交 付 金 等 が 措 置 さ れ る 見 込 み と

な り ま し た の で 、 補 正 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、平 成 3 0 年 度 当 初 予 算 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 2 3 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 一 般 会 計 予

算 で す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 1 6 億 1 , 2 0 7

万 ４ 千 円 で ご ざ い ま す 。  

前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、 3 . 9％ 、 ８ 億 3 1 7

万 ９ 千 円 の 増 と な っ て お り ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 は 、「 固 定 資 産 評 価 替 業 務 委 託 事 業 」

に つ い て 、 経 費 の 総 額 、 期 間 、 年 割 額 を 定 め る も の で

ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 は 、「 小 城・牛 津 共 乾 施 設 建 設

に 伴 う 運 営 費 補 助 金 」 の 期 間 、 限 度 額 を 定 め る も の で

ご ざ い ま す 。  

第 ４ 表  地 方 債 は 、「 保 育 所 等 施 設 整 備 事 業（ 合 併 特

例 債 ）」 か ら 「 臨 時 財 政 対 策 」 ま で の 1 0 件 に つ い て 、

起 債 の 目 的 、 限 度 額 等 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

そ の ほ か 、一 時 借 入 金 の 借 入 の 最 高 額 を 1 5 億 円 と 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 新 た に 取 り 組 む も の な ど の 主 な 歳 出 か ら 御 説

明 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 第 ２ 款  総 務 費 で は 、 旧 芦 刈 庁 舎 跡 地 周 辺 の

駐 車 場 や 通 路 を 整 備 す る「 市 有 財 産 等 管 理 事 業 」、乳 幼

児 を 持 つ 母 親 が 子 ど も と 一 緒 に 出 勤 で き る オ フ ィ ス を
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整 備 ・ 運 営 す る 「 子 育 て オ フ ィ ス 実 証 事 業 」 の 費 用 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、４ 月 か ら 市 直 営 で 運 営 す る「 地

域 包 括 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業 」、資 格 要 件 等 を 緩 和 し 訪

問 介 護 ・ 通 所 介 護 の サ ー ビ ス を 実 施 す る 「 介 護 予 防 ・

生 活 支 援 サ ー ビ ス 事 業 」、私 立 保 育 園 等 の 保 育 士 業 務 支

援 シ ス テ ム の 導 入 を 補 助 す る 費 用 な ど を 計 上 し て お り

ま す 。  

第 ４ 款  衛 生 費 で は 、 小 城 市 民 病 院 と 多 久 市 立 病 院

と の 統 合 を 前 提 と し た 建 設 候 補 地 の 選 定 を 調 査 し 、 統

合 の 可 否 を 協 議 、 判 断 す る 「 公 立 病 院 統 合 検 討 事 業 」、

小 城 市 と 多 久 市 で 可 燃 ご み 焼 却 施 設 建 設 を 進 め て い る

「 天 山 地 区 共 同 環 境 組 合 事 業（ 建 設 ）」の 費 用 な ど を 計

上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 引 き 続 き 実 施 し て い る

暗 渠 排 水 工 事 の 「 基 盤 整 備 促 進 事 業 」 や 農 業 用 用 水 路

を 整 備 す る「 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 」、林 道 橋 り ょ う の

点 検 診 断 結 果 に 基 づ き 補 修 す る 「 林 道 維 持 補 修 事 業 」

の 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ７ 款  商 工 費 で は 、 官 民 が 連 携 し た イ ベ ン ト を 展

開 す る「 地 域 観 光 資 源 活 用 空 間 創 出 事 業 」、外 国 人 観 光

客 の 受 け 入 れ 態 勢 を 整 え る 「 イ ン バ ウ ン ド 対 策 事 業 」

の 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ の 駐

車 場 を 拡 張 す る 「 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 整 備 事 業 」、
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牛 津 赤 れ ん が 館 周 辺 の 「 牛 津 ま ち な か に ぎ わ い 広 場 整

備 事 業 」、 牛 津 駅 周 辺 の 自 由 通 路 駅 南 広 場 を 整 備 す る

「 牛 津 駅 周 辺 整 備 事 業 」、 P P P / P F I 事 業 を 活 用 し た 子 育

て 支 援 集 合 住 宅 整 備 の 可 能 性 を 調 査 す る 費 用 、 下 町 交

差 点 付 近 の 中 川 都 市 下 水 路 排 水 対 策 に 着 手 す る 費 用 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ９ 款  消 防 費 で は 、 全 国 瞬 時 警 報 シ ス テ ム を 新 型

受 信 機 に 更 新 す る 「 国 民 保 護 対 策 事 業 」 な ど の 費 用 を

計 上 し て お り ま す 。  

第 1 0 款  教 育 費 で は 、 牛 津 ル ー テ ル こ ど も 園 の 移

転 ・ 増 改 築 に 伴 い 第 ３ 款 の 民 生 費 に も 計 上 し て お り ま

す 「 保 育 所 等 整 備 補 助 事 業 」 と 「 認 定 こ ど も 園 施 設 整

備 事 業 」 の 費 用 、 学 校 給 食 セ ン タ ー の 調 理 、 配 送 等 の

業 務 を 民 間 委 託 す る 費 用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

 

引 き 続 き 、 歳 入 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

市 税 は 、 市 民 税 や 軽 自 動 車 税 を 増 収 と 見 込 ん で お り

ま す が 、 固 定 資 産 税 と た ば こ 税 が 減 収 と 見 込 ま れ 市 税

全 体 で 減 収 と 見 込 ん で お り ま す 。  

次 に 、 地 方 交 付 税 及 び 市 債 の 臨 時 財 政 対 策 債 は 、 国

の 地 方 財 政 計 画 を 考 慮 し た 見 込 額 を 計 上 し 、 臨 時 財 政

対 策 債 を 除 く 市 債 や 分 担 金 及 び 負 担 金 、 国 ・ 県 支 出 金

な ど は 、 そ れ ぞ れ 事 業 に 伴 う 財 源 と し て 計 上 し て お り

ま す 。  

寄 附 金 は 、 ふ る さ と 応 援 寄 附 金 を 前 年 度 か ら ５ 億 円
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増 の 2 0 億 円 と 見 込 み 、そ の 他 の 収 入 は 、地 方 財 政 計 画

や こ れ ま で の 実 績 な ど か ら 見 込 額 を 計 上 し て お り ま す

が 、 こ れ ら だ け で は 財 源 不 足 が 生 じ る こ と か ら 、 財 政

調 整 基 金 に 加 え 、 公 債 費 の 繰 上 償 還 の 財 源 と し て 減 債

基 金 か ら の 繰 入 れ に よ り 予 算 を 調 整 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 特 別 会 計 予 算 の 議 案 に つ い て 、 御 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 2 4 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 予 算 で す が 、 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

3 , 0 2 4 万 ５ 千 円 で ご ざ い ま す 。前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較

し ま す と 、 2 7 2 . 8％ 、 2 , 2 1 3 万 １ 千 円 の 増 と な っ て お り

ま す 。  

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 ４ 箇 所 の 施 設 に よ り 、 山

間 部 集 落 ６ 地 区 1 0 2 戸 に 飲 料 水 を 供 給 す る 事 業 運 営 に

か か る 予 算 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 原 田 地 区 配 水 施

設 整 備 事 業 の 工 事 請 負 費 及 び 工 事 の た め の 公 営 企 業 債

の 借 入 れ 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 5 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 予 算 で す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 4 億

9 , 8 0 1 万 １ 千 円 で ご ざ い ま す 。前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較

し ま す と 、 7 . 7％ 、１ 億 7 , 9 0 9 万 円 の 増 と な っ て お り ま

す 。  
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第 ２ 表  継 続 費 は 、 三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 に

つ い て 、 平 成 3 0 年 度 か ら 平 成 3 1 年 度 ま で の ２ 年 間 の

総 額 と 年 割 額 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 は 、 公 共 下 水 道 事 業 、 農 業 集 落 排 水

事 業 、 市 営 浄 化 槽 事 業 並 び に 公 営 企 業 会 計 適 用 の 起 債

の 目 的 、 限 度 額 等 を 定 め る も の で ご ざ い ま す 。  

そ の ほ か 、 一 時 借 入 金 の 借 入 の 最 高 額 を ６ 億 円 と 定

め る も の で ご ざ い ま す 。  

続 き ま し て 、 主 な 事 業 内 容 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

ま ず 、 農 業 集 落 排 水 事 業 に つ き ま し て は 、 織 島 、 砥

川 処 理 区 に お い て 、 施 設 の 機 能 強 化 対 策 事 業 費 及 び 各

処 理 区 の 維 持 管 理 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

公 共 下 水 道 事 業 に つ い て は 、 三 日 月 浄 化 セ ン タ ー の

増 設 工 事 費 、三 日 月 、芦 刈 、牛 津 、小 城 処 理 区 の 管 渠
か ん き ょ

工

事 費 及 び 各 処 理 区 の 維 持 管 理 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

ま た 、 下 水 道 事 業 等 公 営 企 業 会 計 移 行 事 務 の た め の

事 業 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 6号  平 成 3 0年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険 特

別 会 計 予 算 で す が 、 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 4 8

億 3 , 6 3 9万 １ 千 円 で ご ざ い ま す 。 国 民 健 康 保 険 制 度 改 正

に よ り 、平 成 3 0年 度 か ら 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 の 費 目 が

変 更 と な っ て お り ま す 。前 年 度 の 当 初 予 算 と 比 較 し ま す

と マ イ ナ ス 1 8 . 9％ 、 1 1億 2 , 7 6 7万 ７ 千 円 の 減 と な っ て お
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り ま す 。  

歳 出 で は 、 保 険 給 付 費 が 7 2 . 7％ 、 国 民 健 康 保 険 事 業

費 納 付 金 が 2 5 . 7％ と な っ て お り ま す 。  

歳 入 の 主 な も の の 構 成 比 は 、国 民 健 康 保 険 税 が 1 9 . 5％ 、

県 支 出 金 が 7 4 . 8％ と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 2 7号  平 成 3 0年 度  小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 予 算 で す が 、予 算 総 額 は 、歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

５ 億 4 , 2 4 3万 ９ 千 円 で ご ざ い ま す 。 前 年 度 の 当 初 予 算 と

比 較 し ま す と 、8 . 2％ 、4 , 0 9 6万 ２ 千 円 の 増 と な っ て お り

ま す 。  

主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 後 期 高 齢 者 医 療 制 度 見 直

し に よ る 保 険 料 の 増 額 で ご ざ い ま す 。  

歳 出 に つ い て は 、 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 の

増 額 で ご ざ い ま す 。  

歳 入 で は 、後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 の 増 額 で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、 企 業 会 計 予 算 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 2 8 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 予 算 で す が 、 収 益 的 支 出 に つ き ま し て は 、 佐 賀 西 部

広 域 水 道 企 業 団 か ら の 受 水 費 、 固 定 資 産 の 減 価 償 却 費

な ど 総 額 ２ 億 9 , 0 2 5 万 ２ 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。 収

益 的 収 入 に つ き ま し て は 、 給 水 収 益 、 受 取 利 息 な ど 総

額 ２ 億 9 , 0 2 5 万 ２ 千 円 を 計 上 い た し て お り ま す 。  
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次 に 、 資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 工 事 負 担 金 1 0 0

万 円 を 計 上 し 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 配 水 管 布 設

替 え 等 の 建 設 改 良 費 、 起 債 の 償 還 金 な ど 9 , 0 0 6 万 ８ 千

円 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 2 9 号  平 成 3 0 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 予 算 で す が 、 予 算 総 額 と し て は 、 収 益 的 収 入 及 び 支

出 の 総 額 を そ れ ぞ れ 1 3 億 3 , 1 7 1 万 ９ 千 円 と 予 定 し て い

ま す 。 前 年 度 当 初 予 算 と 比 較 し ま す と 、 1 . 8％ 、 2 , 3 3 9

万 円 の 増 と な っ て お り ま す 。  

収 入 の 内 訳 で ご ざ い ま す が 、 入 院 収 益 ７ 億 1 , 5 4 0 万

円 、 外 来 収 益 ３ 億 7 , 0 8 8 万 円 な ど の 医 業 収 益 1 2 億 5 0 7

万 ４ 千 円 、 他 会 計 負 担 金 な ど 医 業 外 収 益 １ 億 2 , 6 6 4 万

５ 千 円 を 見 込 ん で お り ま す 。  

次 に 、 支 出 の 内 訳 で ご ざ い ま す が 、 職 員 給 与 費 ８ 億

7 , 7 4 1 万 ９ 千 円 や 薬 品 等 の 材 料 費 １ 億 4 , 1 2 6 万 ２ 千 円

な ど の 医 業 費 用 1 3 億 1 , 8 0 3 万 ９ 千 円 、企 業 債 の 支 払 利

息 4 7 8 万 円 や 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 4 0 0 万 円 な ど の 医

業 外 費 用 1 , 2 6 8 万 円 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 及 び 支 出 で ご ざ い ま す が 、 収 入 で

は 、 企 業 債 の 元 金 に 係 る 一 般 会 計 負 担 金 1 , 1 5 6 万 ８ 千

円 、 医 療 機 器 整 備 の た め の 出 資 金 1 , 2 1 6 万 円 な ど 計

2 , 3 7 2 万 ９ 千 円 を 計 上 し て お り ま す 。  

次 に 、 支 出 で は 、 器 具 除 染 用 洗 浄 機 や 電 動 ベ ッ ド な

ど 、 医 療 用 機 器 の 購 入 の た め の 建 設 改 良 費 2 , 4 3 2 万 １
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千 円 や 企 業 債 元 金 に 係 る 償 還 金 1 , 7 3 5 万 ３ 千 円 な ど 計

4 , 2 6 7 万 ４ 千 円 を 計 上 い た し て お り ま す 。な お 、資 本 的

収 入 で 不 足 す る 額 1 , 8 9 4 万 ５ 千 円 は 、 過 年 度 損 益 勘 定

留 保 資 金 で 補 て ん す る も の で す 。  

 

次 に 、議 案 第 3 0 号  小 城 市 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、教 育 委 員 会 委 員 の 久 本 行 則（ ひ

さ も と ゆ き の り ） 氏 が 平 成 3 0 年 ５ 月 1 5 日 を も っ て 任

期 満 了 と な り ま す の で 、 後 任 の 教 育 委 員 会 委 員 と し て

白 木 原 佳 子 （ し ら き は ら よ し こ ） 氏 を 任 命 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 御

審 議 の 上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 


